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はじめに

こんにち,医 療の世界では多種多様の薬剤が用いられている。このことは,疾 患の多様さや

そこから生じる人びとの苦しみの多様さを反映しており,薬 物療法の発展の歴史は,疾 患や苦

しみとの戦いの歴史であるともいえる。精神科臨床においても,1952年 にクロルプロマジンが

初めての抗精神病薬として開発されて以来,多 くの薬剤が向精神薬として開発され,利 用され

ている。

薬剤の名称には一般名と商品名があり,一 般名が薬剤の化学的な構造や特性,国 際的な通用

性の見地から命名されるのに対し,商 品名は販売者ごとに異なった名称がつけられるのが普通

である。多くの場合,新 薬の研究 ・開発のコストは,そ の新薬に係る特許が一定期間保証され

ることによりまかなわれるが,特 許期間が終了し,な お市場の需要があるものについては 「同
一成分を含む同一の剤形の製剤で,効 能 ・効果,用 法 ・用量が同じ医薬品」すなわち 「ジェネ

リック医薬品」(水島,2008)が 各社から発売される。ジェネリック医薬品の商品名が多様で

あることも,わ れわれ心理臨床家が薬物について学ぶことのハードルを高くしているように思

われる。

そこで本稿では,現 時点で流通している主な向精神薬のリストアップを行うこととする。こ

のような取り組みはすでに山口ら (2008)や水島 (2008)な どが行つているが,本稿では一般

名と主要な商品名,そ の他の商品名の対応関係を明確にすることに主眼をおいて,で きる限り

検索の便宜となるようにリストを構成した。それぞれの薬剤の効能や特徴など詳細は,成 書に

ゆずることとしたい。

リストアップにあたって参照した資料は稿末に示した。また,ジ ェネリック医薬品として発

売されているもののうち,商 品名が一般名と同一のものや,商 品名が 「一般名十会社名」の形

式となっているものについては,掲 載を省略した。
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精神科薬物療法で用いる向精神薬のリスト

I 抗 うつ薬 a配品epressant

最初に開発された抗うつ薬は,ベ ンゼン環を3つ有するため 「三環系」の名がつけられてい

る。最近は,副 作用の比較的少ない選択的セロトニン再取り込み阻害剤 (SSRDや 選択的ノル

アドレナリン再取り込み阻害剤 (SNRI)が ,第 一選択薬として用いられることが多くなって

きている。

一般名 代表的な商品名 その他の商品名 ・備考

イミプラミンimipramine トフラニールmlranil イミドーールImidol

クロミプラミン乱周的ramine アナフラニールAnattanエ

トリミプラミンtrimipr劉血距 スルモンチール Surmontil

三
環
系
抗
う
つ
薬

アミトリプチリン

amitriptyline

トリプタノール■押tan01

ノル トリプチリン

nOtttyline

ノリトレンNoritren

ロフェプラミンlofepramine アンプリットAmplit

アモキサピンamoxapine アモキサンAmoxan

ドスレピンdosulepin プロチアデンPro仇ねden

マプロチリンmaprotiline ルジオミール Ludiom■

ミアンセリンmね nserln テ トラミド徒位amide

セチプチリンs銃ゎ胡he テシプールmipul

フルボキサミンduvoxamine デプロメールDepmmel,

ルボックスLuvox

パロキセチンPamxetine パキシル P調

セル トラリンsenal i n e ジェイゾロフトJzolo負

ミルナシプラン正mぼ おran トレドミンIbledomin

トラゾドンtrazodone レスリンReslin,

デジレルDesyrel

アミプリンAmぉ lin,

ノーマルンNormaln

クロンモリンCrom,

ノイオミール Neuom i l ,

マプロミールMapro m i l

ビツプールB山狩∞1

強迫性障害や社会不安障害にも有効

アンデプレUndepre

四
環
系
抗
う
つ
薬
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心理教育相談センター年報 第 16号 2008

工 抗 不安薬 anthnxiety agents(1血I10r tranqd&伊)

不安を鎮めるための抗不安薬は,ベ ンゾジアゼピン系の薬剤が主流を占めており,効 果の持

続する時間の長さや,効 果を表すのに必要な量 (力価 potency)に よって多様に分類される。
一般に力価が高い (投与量が少量ですむ)も のほど効果はシャープに現れる。同じベンゾジア

ゼピン系の薬剤で催眠 ・鎮静作用が強いものは,睡 眠導入薬として用いられる (後述)。

一般名 代表的な商品名 その他の商品名 ・備考

エチゾラムe匂防lam デパスDepas アロファルム Arophttm,エ チカーム

EttaL■,エ チセダンEttdan,エ チゾラ

ンEtizolan,カ プセーフCapsaFe,

グペリースGupenes,サ イラゼパム

Sylazepam,セ デコパンSedekopan,

デブラムDezolam,デ ムナット

Demunatto,ノ ンネルブNonnerv,

パルギンPalgin,メ ディピース

Medipeace,モ ーズンMOzun

クロチアゼパムc10ttzepam リーゼRize イノクリンIsocline,ナオリーゼ

Naorise,ニラタックNilatac,

リリフターRiltr,ジ ルミン既臨血

フルタゾラムnutattlam コレミナール 働 reminal 消化器症状にも効果

ロラゼパム10razepam ワイパックスWypax アズログンAzrogen,ユーパンU‐pan,

ロコスゲンRocosgen

アルプラゾラムalptmlaIIl アゾジタンAzohtan,カームダン

Cahdown,メ デポリンMedepolin

フルジアゼパムユu山筋epam エリスパンE品叩an

ブロマゼパムbromazepam レキソタンとxOtan セニランS釧山an

メキサゾラムIIlexazolam メレックスMelex

ジアゼパムdiazepam セルシン後rcine,

ホリゾンHOrizon

クロキサゾラムc10xazOlam セパゾンSepattn

ベ
ン
ブ
ジ
ア
ゼ
ピ
ン
系

クロルジアゼポキシド

chlorttzepoltide

クロラゼプ酸ニカリウム

clorattpate dipotassium

メダゼパムIIledazepaln

ノラナックスSolan a x ,

コンスタンConst a n

コントール Oonto l ,

バランスBalan c e

メンドンMendon

レスミットRe団直t

セレナール Serenal

ジアパックスDねpax,セエルカム

cenka m ,セ レナミン Seren a I I I m ,ノナ

コンSonacon, パ 一ヽルキットPeakit,

リジーーゼンRe醜如 , リリバーRe慈馬r

コンスーンCOnsun,

リサチーフRIsachief

パムネースPamnace

トッカータ晩 ta,ネブスンNebusn,

～ レサールPelusarl

オキサゾラム軽attlam
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ロフラゼプ酸エチル

ethyl lonazepate

フル トプラゼパム

dutoprazepam

プラゼパムprattpam セダプランコーワ

Sedapran KOWA

タンドスピロンtandospirone セディール Sed絶1

ヒドロキシジンhydroxyzlne

精神科薬物療法で用いる向精神薬のリスト

メイラックスMe■ax

レスタス Restas

アタラックスA t a r a x ,

アタラックスP  A t a r a x  P

アズトレムれ触趾 m,ジ メトックス

Demethox,スカルナーゼSukarnase,

メデタックスMedetax,ロンラックス

R o n l a x

ジスロンDisro n ,

ハタナジンHatan a z l n

トフィゾパムtO i s O p卸 グランダキシンGrandaxin エマンダキシンEman血 ,ク ラノパン

Clasopan, グランパムGranpam,

ゲースベンGesuben,コ バンダキシン

Cobandaxin, ツ タパ ールTs― bel,

トフィー‐ルロ支ね1, トフィラく口正お,

トフィルシンmtth, ト ルバナシン

恥lbanasin, トロンヘイムmmhe血 ,

バイダキシン独だぷ血,ハ イミジン

H浮直d血,マ イロエンMyrollm,

リンブルグRinburu騨

「自律神経調整薬」という位置づけ

皿 気 分安定薬 (抗操薬)m00d stabilizer(anttanic agents)・精神刺激薬

気分安定薬は,躁 病や双極性障害における操状態だけでなく,双 極性障害のうつ状態やその

再発 ・悪化の予防にも用いられる。カルバマゼピンやバルプロ酸ナ トリウムはそもそも抗てん

かん薬として使用されてきたが,気分安定薬としての効果ももつことが知られるようになった。

精神刺激薬は中枢神経刺激薬 (central nervOus system鋭血dant)と もよばれ,ナ ルコレ

プシーの治療に用いられる。メチルフェニデー ト (ジタリン)は 抑うつ状態の改善や衝動性の

抑制にも有効であるとされてきたが,依 存性が形成されやすく乱用も社会問題化したため,わ

が国ではうつ病での適応は外され,同 成分の徐放錠であるコンサータの適応は児童期の注意欠

陥 ・多動性障害に限定されている。

そ
の
他
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気
分
安
定
薬

（抗
操
薬
）

精
神
刺
激
薬

一般名

炭酸リチウム

lithim carbonate

バルプロ酸ナトリウム

sodium valproate

カルバマゼピン

carbamattpine

メチルフェニデート

IIlethylphe面品 te

クロルプロマジン

Ch10rprOmazlne

レボメプロマジン

levomepromazlne

トリフロペラジン

trinoperazine

プロクロルペラジン

proclorperazlne

プロペメシアジン

propenclazlne

デパケンDepak e n e ,

セレニカR Sel e t t c a‐R

テグレトール恥gretol

ブタリンm倒 L,

ヨンサータConce山

ウインタミンWhttmin,

コントミンCOntomin

ヒルナミンHirnamin,

レボトミンLevotom面

心理教育相談センター年報 第 16号 2008

代表的な商品名

リーマスTimaS

その他の商品名コ備考

リチオマール Litiomal

エスダブルEsdouble,エ ピレナート

EP意抑at,サ ノテン Sanoten,セ ボトボ

ルCebotval,セレブCereb,デ パケンR

Depaken‐R,ハ イセレエン Hyserenin,

バルデケン R Baldeken‐R,バ ルプラム

R Valpram‐R,バ レリンVale血

ソフミンSomin,プ ロクラジン

Procrazine, レボホルテL却ohalte

ペモリンpemolin ベタナミンBetanamin

モダフィニルmm モディオダールM側 ね品l

Ⅳ 抗 精神病薬 antipsychotts位 巧Or tranqu出殉r)

抗精神病薬は幻覚・妄想などの症状の抑制に有効な薬剤であり,統合失調症を初めとした種々

の精神障害の薬物療法において重要な役割を果たしている。クロルプロマジン,ハ ロペリドー

ルを代表とする第一世代の抗精神病薬は,錐 体外路症状や遅発性ジスキネジアなどの副作用も

起こりやすく,現 在ではドーパミンやセロトニンの受容体への選択性を高めた第二世代の抗精

神病薬も用いられるようになってきた。

―般名 代表的な商品名 その他の商品名 ・備考

フ
ェ
ノ
チ
ア
ジ
ン
系

フルフェナジンnuphenazlne フルメジンFlullezin

ベルフェナジンperphemzine ピーゼットシーPZC

トリフロペラジン

酌 peraZine

トリラホン■ilafon

ノバミ3/NovaElm

ニューレプチルNeulepd
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ブ
チ
ロ
フ
ェ
ノ
ン
系

精神科薬物療法で用いる向精神薬のリスト

ハロ′くジドー‐ル halopettnd セレネースSerenace

ピパンペロンplpamperon プロピタンPropittn

スピペロンspiperone スピロピタンSpiropitan

チミペロン位車郎的ne トロペロンrlblope10n セルマニル 後 lmanil

モペロンmoperone ルバトレンLuvatren

ブロムペリドール brompettdol インプロメンhpromen

スルピリドsulp面de ドグマチール D鴫胆atyl

エセックチンE韓荒血,ス イロリン

Suirolin,ハロジャストH闘句ust,

ハロステンHalosten,ハ ロミドール

帥 , ヨウペリドール

Youpαttd, リ ントンLinton,

レモナミンLemonamm

プリペリドール Prepettd,プ リンドリル

Prindril,メルカイックMelkaick,

ルナプロンLunapmn

アビリットAttt,ク ールスパン

Coolspan,ケ イチール K軸 調,シ
ーグル

Seeglu,ス カノーゼンSkanoan,

ニチマールNichimal, ピ リカップル

Pyrikappl,ベ タマックBetamac,

マーゲノールMargenol,ミ ラドール

madol,ョ ゥマチールYouIIlathyle

セトウスSetOlls,メジャピンMttorph,

ロシゾピロンL消協wilon

4週持効型

ベ
ン
ザ
ミ
ド
系

第
２
世
代
抗
精
神
病
薬

スル トプリドs曲既減礎 バルネチールBarned スタ 膨レフSta血成 バチール Batil

ネモナプリドnemOnap由礎 エミレースE皿挽健

リスペツドンrisperidOne リスパダール RIspardal

ペ ロス ピロン p e r o s p 敵鴻e ルーランLdhn

プロナンセリンblonanserln ロナセン政masen

クエチアピンquetianne セロクエル Seroquel

オランザピンola― pine ジプレキサZyprexa

アリピプラゾール拭班「attle エビリファイAbilit

ゾテピン狗tep由距 ロドピンL田碑h

そ
の
他

ピモジドpimOzide オーラップOrap

カルピプラミン磁守lpramme デフェクトンDettkton

クロカプラミンc10capratEIlme クロフェクトンClofekton パドラセンPadrasen

モサプラミンmosapr劉血礎 クレミンCrem血

オキシベルチンOmetine ホージットForit

持
続
型
抗
精
神
病
薬

デカン酸ハロペリドール

haloperidol decanoate

ァカン酸フルフェナジン

auphenazme碇 嬢inoate

ネオペリドールNeoperidol,

ハロマンスHaloIIlonth

フルデカシンFludecasin
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心理教育相談センター年報 第 16号 2008

V 睡 眠 ・鎮静薬 sedative‐hypnoは ,agents

睡眠 ・鎮静薬ではバルビツール酸系の薬剤が早くから開発された。最近は,抗 不安薬と同様

に,ベ ンゾジアゼピン系の薬剤が多く用いられ,睡 眠障害のタイプに応じて使い分けられる。

毒性が低く,耐 性や依存性も形成されにくい点で優れているが,筋 弛緩作用などの理由で用い

づらい場合 (高齢者など)は ,非 ベンゾジアゼピン系の薬剤を用いる。

―般名 代表的な商品名 その他の商品名 ・備考

トリアゾラム位ねzolaHl ハルシオンHalcion アサシオン Asasおn,ア スコマーナ

Ascomana,カムリトン 碗 的n, トリ

アラム■ねlam,ネ スゲンNesgen,ハル

ラックHalrack,パルレオンPardeon,

ミンザインMh盟 血

ミダゾラムm過解dam ドルミカム DomiculII

ブロチゾラムbrotizolam レンドルミンと鴻doI狙血 アムネ ゾン A m m e t t n , グッ ドミン

Goodmin,シ ンベラミンCinberam血,ゼ

ス トロミン ZestroIIlln, ノレン トミン

Sorentmin,ネストローム Nestrom)ノ

クスタールNoxtal,ブロゾームBrottm,

ブロチゾラン Brotizolan,ユ リモラン

Eurimolan,レ ドノ1/パーLedolpar,レンデ

ムLendem,ロ ンフルマンRo』通man

ジルマザホンrilmazafone リスミーRhythny

ロルメタゼパム10metattpam エバミール Eva m y l ロラメットLoramet

ニトラゼパムnitrazepalll

ベ
ン
ゾ
ジ
ア
ゼ
ピ
ン
系

ニメタゼパムnimetazepam エリミンE血 血

エスタノラムestattlam ユーロジンEurodin

ベンザリンBaIIzalin,

ネルボンNelbon

サイレースSilece,

ロヒプノー‐ル Rohypnol

チスボンCysvOn,ネ ルロレンNelurolen,

ノイクロニックNeucmonic,

ヒルスカミンHirusukalnln

最初のベンゾジアゼピン系睡眠薬

ビビットエース酎bittoace,

フル トラースFluttace

ダルメートDahate,

ネルガートNergart

フルニトラゼパム

■u正位attpam

フルラゼパムユurattpam ベノジール Benozil

ハロキサゾラムhaloxazolam ソメリンSomelin

ドラールDoralクアゼパムquazepam
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非

ベ

ン
ブ

ジ

ア
ゼ

ピ

ン
系

バ
ル
ビ
ツ
ー
ル
酸
系

ゾルピデムalpidem

ゾピクロンzopmne

ペントバルビタール

pentobarbital

精神科薬物療法で用いる向精神薬のリスト

マイスリーMyslee

アモバンAmoban

ラボナRavona,

ネンブタールNembutal

アモバンテス Amobantes,アントマイリ

ンAnto叩血 ,ス ローハイムS10whe血,

ゾピクール Zopicool,ゾピバンZopiban,

ドパリールDopareel,メトロームMetrom

ルピアール Lupね 1,

ワコビタール Wakobital

プロメタジンは鎮静・抗パーキンノン作用

を有する抗ヒスタミン剤

A剤 とB剤 は配合成分量が異なる

テレスミン艶les m h ,

レキシンLex l n

セコル レビタール Se働 お 鯛 アイオナールナ トリウム

Ional的伍岨

アモノシレビタール amobarbital イノミタール Isomメ減

フェノバルビタータレ

phenobarbital

フェノバール Phenobal

バルビタール腕 h胡 バルビタール Barbital

(クロルプロマジン,プ ロメタジ

ンpmmetha血 随,フェノノラレビタ

ーノ均

ベゲタミンVegetaminA B

抱水クロラールcloral hydrate エスクレEscre 坐剤

プロムワレリル尿素

Bromovalerylurea

プロバリンBttvarill

トリクロホスナトジウム

晩 lofos ttdium

トリクロリール■i c l o F y l

臭化カルシウムCaBr2 プロカルBrocal

デクスメデトミジン

dexIIledetomidine

プレセデックスPrecedex

Ⅵ そ の他

抗てんかん薬はてんかんの治療に用いるが,一 部は既に拳げたように気分安定薬としても用

いられている。脳循環 ・代謝改善薬は頭部外傷や脳梗塞 ・脳出血の後遺症である意識障害を初

めとした種々の精神症状の治療に用いられ,抗 認知症薬のアリセプ トはアルツハイマー型認知

症の進行を抑制する。抗酒剤はアルコールの代謝を抑えるため,ア ルコール依存症の治療に用

いられる。

分類 一般名 代表的な商品名 その他の商品名 ・備考

エトスクシミドethosurimide ザロンチンZarontin エピレオプチマル Epileo廓対t mal

ガバペンチンgabape式血 ガバペンGabapen

カルバマゼピン

carbamazepme

テグレトール生gretol

そ
の
他

抗
て
ん
か
ん
薬

-32-



心理教育相談センター年報 第 16号 2008

クロナゼパムcIOnazepam リボトリール mwotril

クロバザムc10bazam

ゾニサミド殉nisamide

バルプロ酸ナトリウム

scldium valproate

デパケンD e p a k e n e ,

デパケンR  D e p a k e n ' R ,

セレニカR  S e l e n i c a‐R

エスダブル Esdouble,エ ピレナート

Eprenat,サ ノテン Sanoten,セ ボ トボ

ル Cebotval,セレブ Cereb,ハ イセレニ

ンHyserenln,バルデケンR

Baldeken‐R,バ ルプラムR

Valpram‐R, ノミレリンValerin

ランドセンLandsen

マイスタンMystan

エクセグランExcegran エクセミドExcemide

フェニトインphenytoin アレビアチン州仰tath ヒダントール Hidantol

チアプリド位中五de グラマリール Gramalil クックール Cuckool,グリノラー ト

Grinolart,チアプリム Tiap施 ,チ アラ

リード研』aread,チアリールTiaryl,

ノイリラークNeurelark,フルジサール

muぶ sal.ボィンリール Boinlil

工iセルエゴリン述∝rgohn サアミオンSermion ウインクルWincl,サルモシン

Salumosin,サ ワチオンSawa働品n,

セルファミンSelphamh,セ レイド

Cereid,ソクワール Socwarl,バソゴリン

Vasogoline, ビエルゾンBleluzon,

ヒルブリンH山品ulin,マリレオン

M餌軸∞n,レ ストマートLestmart

メクロフェノキサート

meclofenoxate

ルシドリー‐ルLundrユ メクロサートMeclosert

ドネペジルdonepe州 アリセプトAricept

薬摺
シアナミドcyanamide シアナマイドCyanamide

ジスルフィラム血suttmm ノックビンNocb血
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